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(
1
)
書
誌
情
報

残
簡
を
含
め
て
計
二
九
枚
。
編
綾
は
三
道
（
完
簡
に
は
右
側
に

各
々
三
箇
所
の
編
錢
用
の
刻
み
の
痕
跡
が
見
え
る
）
。
上
下
端
は
円

形
に
加
工
さ
れ
て
い
る
（
円
端
）
。
竹
簡
長
は
二
三
•
八
S

五
七
・

二
、
幅
は
約

O・

六
、
厚
さ
は

0
・
I

s
o
.
―
四
。
五

O
c
m
以

上
の
簡
が
五
簡
、
四

O
c
m
以
上
の
簡
が
八
簡
、
他
は
破
損
が
多
い
。

文
字
は
、
一
簡
あ
た
り
五
四

S
五
七
字
。
計
一

0
0
六
字
。

第
二
簡
か
ら
第
七
簡
ま
で
は
、
完
簡
の
場
合
、
上
下
端
の
各
々

+
c
m
程
度
、
即
ち
第
一
道
編
餞
の
上
部
と
第
三
道
編
綾
の
下
部
に

文
字
を
記
し
て
い
な
い
独
特
の
形
状
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

上
下
を
空
白
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
留
白
簡
」
と
呼
ば
れ
、
上

下
端
い
っ
ぱ
い
に
文
字
を
記
し
た
「
満
写
簡
」
と
区
別
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
簡
奪
字
説
（
本
来
は
満
写
簡
で
あ

っ
た
も
の
が
何
ら
か
の
理
由
で
脱
字
し
た
）
、
底
本
残
文
説
（
依
拠

し
た
底
本
に
既
に
残
欠
が
あ
っ
た
）
、
別
篇
説
（
留
白
簡
の
六
簡
分

の
み
は
、
他
の
孔
子
の
語
録
で
あ
り
、
そ
れ
が
混
入
し
た
）
な
ど
、

諸
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
未
詳
で
あ
る
。

1
．
上
博
楚
簡
『
孔
子
詩
論
』
（
こ
う
し
し
ろ
ん
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な
お
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
二
分
冊
所
収
の
『
民

之
父
母
』
（
『
礼
記
』
孔
子
間
居
篇
に
相
当
）
に
も
、
ほ
ぼ
全
簡
に

わ
た
っ
て
「
留
白
」
の
現
象
が
見
ら
れ
る
。
但
し
、
『
民
之
父
母
』

の
場
合
は
、
上
下
端
の
留
白
は
約
ニ
・
ニ

S
ニ
・
五

cm
程
度
で
は

あ
る
が
、
『
礼
記
』
と
の
対
照
に
よ
り
、
留
白
部
分
が
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
文
意
は
ほ
ぼ
連
続
し
て
い
る
。
こ
の
二
種
類
の
留
白
現
象

が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
こ
の
現
象

が
『
孔
子
詩
論
』
に
も
そ
の
ま
ま
該
当
す
る
と
す
れ
ば
、
右
の
諸

説
の
内
、
簡
奪
字
説
や
底
本
残
文
説
は
、
や
や
説
得
力
を
欠
く
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

本
資
料
は
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
二
分
冊
所
収
の

『
子
恙
』
『
魯
邦
大
旱
』
と
、
字
体
、
簡
長
、
両
端
の
形
状
が
一
致

し
て
お
り
、
同
冊
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

原
題
は
な
く
、
題
名
は
仮
称
で
あ
る
。
た
だ
、
内
容
は
、
孔
子

が
自
ら
の
詩
論
を
語
る
も
の
で
は
な
く
、
撰
者
が
詩
論
を
展
開
す

る
に
際
し
、
一
部
孔
子
の
語
を
引
用
す
る
と
の
体
裁
で
あ
る
か
ら
、

「
孔
子
詩
論
」
と
の
仮
称
は
や
や
誤
解
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
現

時
点
で
は
、
単
に
『
詩
論
』
と
し
て
お
く
の
が
妥
当
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

釈
文
の
竹
簡
配
列
に
従
え
ば
、
本
資
料
は
、

ま
ず
詩
の
総
論
に

始
ま
り
、
以
下
、
邦
風
（
国
風
）
・
大
夏
・
小
夏
（
雅
）
．
訟
（
頌
）

の
各
部
に
つ
い
て
の
総
評
、
各
詩
の
詩
意
解
説
が
記
さ
れ
て
い
る
。

確
認
さ
れ
る
詩
の
名
称
は
、
逸
詩
を
含
め
て
約
六
〇
篇
、
現
行
本

『
詩
経
』
の
約
五
分
の
一
で
あ
る
。
釈
文
は
、
本
資
料
の
文
字
表

記
と
竹
簡
配
列
を
根
拠
に
、
本
来
「
邦
風
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た

も
の
が
後
に
漢
の
高
祖
劉
邦
の
緯
を
避
け
て
「
国
風
」
に
改
め
ら

れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
本
資
料
で
は
、
現
行
本
と
異
な
り
、

「
頌
」
「
雅
」
「
風
」
の
序
列
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い

る
。
た
だ
、
そ
の
序
列
に
つ
い
て
は
、
釈
文
の
示
す
竹
簡
配
列
に

既
に
多
く
の
異
説
も
提
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
本
資
料
の
重
層

的
構
造
（
例
え
ば
、
現
行
本
の
国
風
関
碓
•
穆
木
・
漢
広
・
鵠
巣

な
ど
数
編
の
詩
に
つ
い
て
、
長
さ
を
異
に
す
る
解
説
が
、
別
の
箇

所
に
計
三
度
登
場
す
る
、
言
わ
ば
螺
旋
状
解
説
が
施
さ
れ
て
い
る
）

を
勘
案
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
断
定
し
て
よ
い
か
疑
問
が
残
る
。

思
想
史
的
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
冒
頭
に
孔
子
の
言
と
し
て
示

さ
れ
た
「
詩
•
志
」
「
楽
・
情
」
「
文
・
言
」
の
組
み
合
わ
せ
で
あ

る
。
類
似
の
思
考
と
し
て
は
、
『
易
』
繋
辞
伝
の
「
子
日
、
書
不
壺

言
、
言
不
盛
意
。
然
則
聖
人
之
意
、
其
不
可
見
乎
。
子
日
、
聖
人

立
象
以
壺
意
、
設
卦
以
盛
情
偽
、
繋
辟
焉
以
壺
其
言
」
が
指
摘
で

き
る
が
、
右
の
三
者
の
組
み
合
わ
せ
は
本
資
料
の
特
質
で
あ
り
、

ま
た
、
『
論
語
』
衛
霊
公
篇
の
「
子
日
、
辟
達
而
巳
突
」
や
『
左
伝
』

襄
公
二
十
五
年
に
記
さ
れ
た
「
仲
尼
日
、
志
有
之
、
言
以
足
志
、
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文
以
足
言
、
不
言
誰
知
其
志
、
言
之
無
文
、
行
而
不
遠
」
な
ど
を

も
想
起
す
れ
ば
、
儒
家
に
と
っ
て
、
「
志
」
と
「
辞
・
言
」
と
の
関

係
、
即
ち
、
内
な
る
「
志
」
「
情
」
「
言
」
と
、
外
な
る
「
詩
」
「
楽
」

「
文
」
と
の
対
応
に
つ
い
て
の
問
題
は
相
当
早
く
か
ら
意
識
さ
れ
、

議
論
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
本
資
料
は
、
そ
う
し
た

思
想
史
の
上
で
、
「
詩
」
「
楽
」
「
文
」
が
各
々
内
な
る
「
志
」
「
情
」

「
言
」
を
忠
実
に
表
出
す
べ
き
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
大
夏
（
大
雅
）
の
皇
突
•
大
明
に
つ
い
て
の
批
評
も
注
目

さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
孔
子
の
言
葉
を
借
り
る
形
で
、
執
拗
に
「
文

王
受
命
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
資
料
が
著
さ

れ
た
当
時
、
「
文
王
受
命
」
説
に
ま
だ
揺
ら
ぎ
が
あ
り
、
世
界
の
共

通
認
識
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

周
の
建
国
は
、
武
力
に
よ
る
政
権
の
第
奪
と
い
う
の
が
実
態
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
正
当
性
を
、
周
の
内
部
、
お
よ
び
被
征
服

者
側
（
殷
）
に
対
し
て
い
か
に
説
明
す
る
か
は
、
大
き
な
課
題
に

な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
正
当
性
の
説
明
の
一
環

と
し
て
、
か
か
る
「
文
王
受
命
」
が
唱
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

後
世
、
「
文
武
」
は
と
も
に
高
く
顕
彰
さ
れ
、
聖
王
の
系
譜
に
列
せ

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
本
資
料
の
詩
意
解
説
と
「
文
王
受
命
」

説
の
確
立
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
二
分
冊

所
収
の
『
容
成
子
』
に
は
、
伝
世
文
献
に
は
見
ら
れ
な
い
、
独
特

の
古
代
聖
王
の
系
譜
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
、
「
文
王
」

は
殷
の
末
世
に
臣
下
と
し
て
登
場
す
る
も
の
の
、
特
に
「
受
命
」

「
革
命
」
に
関
わ
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

他
方
、
『
詩
経
』
学
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
本
資
料
は
重
要
な
研

究
の
視
点
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
ず
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
詩
篇
は
、

ほ
ぼ
現
行
本
の
篇
名
に
合
致
し
て
お
り
、
「
邦
風
（
国
風
）
」
「
大

夏
•
小
夏
（
雅
）
」
「
訟
（
頌
）
」
と
い
う
大
枠
も
一
致
し
て
い
る
。

孔
子
が
三
千
の
詩
を
三
百
篇
に
編
算
し
た
と
の
伝
承
は
と
も
か
く

と
し
て
、
早
く
か
ら
、
現
行
本
『
詩
経
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
詩

の
大
枠
は
ほ
ぼ
確
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
今
本
の

「
十
月
之
交
」
を
「
十
月
」
、
「
雨
無
正
」
を
「
雨
亡
政
」
、
「
節
南

山
」
を
「
即
南
山
」
に
作
る
と
い
っ
た
よ
う
な
文
字
の
異
同
、
あ

る
い
は
個
々
の
詩
句
の
差
異
は
多
々
見
ら
れ
、
ま
た
現
行
本
に
は

見
え
な
い
逸
詩
も
登
場
す
る
。
こ
う
し
た
点
は
、
『
詩
経
』
学
研
究

の
課
題
と
な
ろ
う
。

次
に
、
現
在
の
毛
伝
鄭
箋
と
本
資
料
の
詩
意
解
説
と
を
比
較
し

て
み
れ
ば
、
本
資
料
の
詩
意
解
説
が
極
め
て
直
載
（
言
葉
少
な
）

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、
関
雖
を
「
恰
」
、
椋
木
を
「
時
」
、

漢
広
を
「
智
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
僅
か
一
字
で
寸
評
す
る
場
合

す
ら
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
資
料
の
撰
者
お
よ
び
読
者
た
ち
が
、

す
で
に
詩
に
関
す
る
一
応
の
知
識
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
よ
う
。
ま
た
、
そ
の
詩
意
解
説
は
、
例
え
ば
、
毛
伝
に
「
刺

(51) 



宣
王
也
」
「
刺
幽
王
也
」
と
あ
る
よ
う
な
個
人
（
王
者
）
を
特
定
し

た
政
治
的
風
刺
の
色
彩
は
稀
薄
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
詩
本
来

の
姿
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
そ
れ
が
ど
の

よ
う
に
し
て
今
本
毛
詩
に
至
っ
た
の
か
と
い
う
重
要
な
課
題
を
突

き
つ
け
て
い
る
。

(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

釈
文
が
公
開
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
本
格
的
な
研
究
は
こ
れ

か
ら
で
あ
ろ
う
。
現
時
点
で
は
、
竹
簡
の
字
体
や
形
制
が
『
魯
邦

大
旱
』
『
子
羊
~
』
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
三
書
の
関
連

性
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
伝
世
文
献
の
記
述
か
ら
推
察
し

て
、
本
資
料
の
作
者
を
子
夏
、
あ
る
い
は
本
資
料
自
体
を
子
夏
の

『
詩
序
』
に
比
定
す
る
見
解
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
本
資
料
の
竹
簡
配
列
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
留
白
簡
問

題
を
含
め
て
多
く
の
疑
問
が
残
る
。
竹
簡
配
列
や
分
章
に
つ
い
て

は
、
原
釈
文
に
そ
の
ま
ま
従
う
説
の
他
、
竹
簡
配
列
を
大
幅
に
修

正
し
た
上
で
全
五
章
に
分
け
る
李
零
『
上
博
楚
簡
三
篇
校
読
記
』
、

全
四
章
に
分
け
る
李
学
勤
「
《
詩
論
》
簡
的
編
聯
与
復
原
」
の
説
な

ど
、
既
に
数
説
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
資
料
は
、
第
一
簡
の
墨
節
の
直
後
か
ら
記
さ
れ
て
い

る
が
、
墨
節
の
前
に
「
行
此
者
其
有
不
王
乎
」
の
八
字
が
記
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
接
続
に
つ
い
て
諸
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
本

号
所
収
の
福
田
哲
之
「
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
『
子
羊
~
』
の

再
検
討
」
参
照
）
。

①
馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
一
）
』
（
上
海
古

籍
出
版
社
、
二

0
0
一
年
十
一
月
）

②
楊
朝
明
「
出
土
文
献
与
《
詩
経
》
研
究
」
（
『
詩
経
研
究
叢
刊
』

第
二
輯
、
中
国
詩
経
学
会
編
、
二

0
0
二
年
一
月
）

③
龍
文
玲
「
上
博
論
詩
竹
簡
的
発
現
井
不
能
否
定
「
孔
子
剛
詩
説
」
」

（
『
詩
経
研
究
叢
刊
』
第
二
輯
、
中
国
詩
経
学
会
編
、
二

0
0
ニ

年
一
月
）

④
石
川
三
佐
男
「
戦
国
中
期
諸
王
国
古
籍
整
備
及
上
博
竹
簡
《
詩

論
》
」
（
『
詩
経
研
究
叢
刊
』
第
二
輯
、
中
国
詩
経
学
会
編
、
ニ

0
0
二
年
一
月
）

⑤
李
学
勤
「
《
詩
論
》
簡
的
編
聯
与
復
元
」
（
『
中
国
哲
学
史
』
ニ

0
0
二
年
第
一
期
、
二

0
0
二
年
二
月
）

⑥
李
零
『
上
博
楚
簡
三
篇
校
読
記
』
（
万
巻
楼
、
二

0
0
二
年
三
月
）

⑦
曹
峰
「
試
析
上
博
楚
簡
《
孔
子
詩
論
》
中
有
関
「
間
疋
」
的
幾

条
竹
簡
」
（
郭
店
楚
簡
研
究
会
編
『
楚
地
出
土
資
料
と
中
国
古
代

文
化
』
、
汲
古
書
院
、
二

0
0
二
年
三
月
）

⑧
周
鳳
五
「
《
孔
子
詩
論
》
新
釈
文
及
注
解
」
（
『
上
博
館
蔵
戦
国

楚
竹
書
研
究
』
、
上
海
書
店
出
版
社
、
二

0
0
二
年
三
月
）

⑨
磨
名
春
「
上
海
博
物
館
蔵
詩
論
校
釈
」
（
『
中
国
哲
学
史
』
二

O
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0
二
年
第
一
期
）

⑩
摩
名
春
「
上
海
博
物
館
蔵
詩
論
校
釈
札
記
」
（
『
上
博
館
蔵
戦
国

楚
竹
書
研
究
』
）

⑪
李
鋭
「
《
孔
子
詩
論
》
簡
序
調
整
眺
議
」
（
『
上
博
館
蔵
戦
国
楚

竹
書
研
究
』
）

⑫
王
志
平
「
《
詩
論
》
箋
疏
」
（
『
上
博
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
研
究
』
）

⑬
何
琳
儀
「
渥
簡
《
詩
論
》
選
繹
」
（
『
上
博
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
研

究』）

⑭
邸
徳
修
「
《
上
博
簡
》
（
一
）
詩
亡
隠
志
考
」
（
『
上
博
館
蔵
戦
国

楚
竹
書
研
究
』
）

⑮
禽
志
慧
「
《
孔
子
詩
論
》
五
題
」
（
『
上
博
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
研

究』）

⑯
張
桂
光
「
《
戦
国
楚
竹
書
・
孔
子
詩
論
》
文
字
考
釈
」
（
『
上
博

館
蔵
戦
国
楚
竹
書
研
究
』
）

⑰
姜
広
輝
主
編
『
経
学
今
三
編
（
中
国
哲
学
第
二
十
四
輯
）
』
、
遼

寧
教
育
出
版
社
、
二

0
0
二
年
四
月
）
の
「
楚
簡
研
究
」
特
集
。

李
学
勤
「
《
詩
論
》
与
《
詩
》
」
な
ど
十
編
。

⑱
王
初
慶
「
由
上
海
博
物
館
所
蔵
《
孔
子
詩
論
》
論
孔
門
詩
学
」

（
『
新
出
楚
簡
奥
儒
家
思
想
論
文
集
』
、
陳
福
濱
主
編
、
二

0
0

二
年
七
月
）

⑲
戴
晋
新
「
上
海
博
物
館
蔵
楚
簡
《
詩
論
》
的
歴
史
認
識
問
題
」

（
『
新
出
楚
簡
奥
儒
家
思
想
論
文
集
』
、
陳
福
濱
主
編
、
二

0
0

二
年
七
月
）

⑳
白
於
藍
「
《
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
一
）
》
」
釈
注
商
権

（
『
中
国
文
字
』
新
二
十
八
期
、
二

0
0
二
年
十
二
月
）
（
湯
浅
邦
弘
）

(
1
)
書
誌
情
報

竹
簡
二
四
枚
。
そ
の
内
、
完
簡
は
八
枚
の
み
で
、
そ
の
簡
長
は

五
四
•
三
、
幅
O
·

七
、
編
錢
は
三
道
。
竹
簡
の
上
端
か
ら
第
一

編
綾
ま
で
は
九
、
第
一
編
餞
と
第
二
編
綾
と
の
間
隔
は
二

0
•
六
、

第
二
編
綾
と
第
三
編
餞
と
の
間
隔
は
一
八
•
一
、
第
三
編
綾
か
ら

竹
簡
の
下
端
ま
で
は
九
。
一
簡
の
字
数
は
、
最
も
多
い
も
の
で
五

七
字
。
両
端
は
梯
形
。

全
篇
の
末
尾
、
第
14
号
簡
に
は
墨
鉤
が
記
さ
れ
て
お
り
、
墨
鉤

よ
り
下
部
は
竹
簡
の
下
端
ま
で
文
字
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
竹
簡
に
は
篇
題
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
述
す
る
よ

う
に
内
容
が
『
礼
記
』
細
衣
篇
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

『
紆
（
細
）
衣
』
と
名
付
け
ら
れ
た
。
な
お
、
「
紆
」
は
「
細
」
の

古
字
で
あ
る
。

2
．
上
博
楚
簡
『
紺
（
細
）
衣
』
（
し
い
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(
2
)
内
容
と
研
究
概
要

こ
の
文
献
は
、
郭
店
楚
簡
『
細
衣
』
と
ほ
ぼ
同
一
の
文
献
で
あ

る
。
従
っ
て
、
『
礼
記
』
細
衣
篇
と
も
概
ね
内
容
が
共
通
し
て
お
り
、

三
者
は
基
本
的
に
同
一
の
文
献
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、

郭
店
楚
簡
『
細
衣
』
と
上
博
楚
簡
『
紆
（
細
）
衣
』
と
が
極
め
て

近
い
関
係
に
あ
り
、
同
系
統
に
属
す
る
文
献
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
の
に
対
し
て
、
郭
店
楚
簡
『
細
衣
』
・
上
博
楚
簡
『
綽
（
細
）
衣
』

（
以
下
、
楚
簡
本
『
細
衣
』
）
と
『
礼
記
』
細
衣
篇
と
の
間
に
は
、

章
の
数
や
そ
の
配
列
な
ど
に
お
い
て
、
様
々
な
点
で
相
違
が
見
ら

れ
る
。先
ず
、
文
献
全
体
を
構
成
す
る
単
位
と
な
っ
て
い
る
章
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
『
礼
記
』
細
衣
篇
は
、
「
子
日
」
で
始
ま
る
章
が
二

十
五
あ
る
。
一
方
、
楚
簡
本
『
細
衣
』
は
、
『
礼
記
』
細
衣
篇
の
第

一
章
と
第
十
六
章
、
並
び
に
第
十
八
章
と
に
相
当
す
る
部
分
が
存

在
せ
ず
、
ま
た
第
七
章
に
相
当
す
る
部
分
が
二
つ
の
別
の
章
に
な

っ
て
お
り
、
章
数
は
二
十
三
で
あ
る
。

加
え
て
、
楚
簡
本
『
細
衣
』
と
『
礼
記
』
細
衣
篇
と
で
は
章
の

配
列
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
楚
簡
本
『
細
衣
』
の
各
章
の
配

列
を
、
そ
れ
ぞ
れ
相
当
す
る
『
礼
記
』
細
衣
篇
の
章
に
置
き
換
え

て
示
す
な
ら
ば
、
ニ
・
十
一
・
十
•
十
ニ
・
十
七
•
六
•
五
•
四
・

九
·
十
五
•
十
四
•
三
・
十
三
・
七
（
前
半
）
・
七
（
後
半
）
・
八
・

二
十
四
•
十
九
・
ニ
十
三
・
ニ
十
ニ
・
ニ
十
•
二
十
一
・
ニ
十
五
、

と
な
る
。
な
お
、
『
礼
記
』
細
衣
篇
と
較
べ
て
楚
簡
本
『
細
衣
』
の

方
が
、
章
と
章
と
の
意
味
上
の
つ
な
が
り
が
よ
い
と
見
ら
れ
る
部

分
が
あ
る
。

こ
の
他
、
『
礼
記
』
細
衣
篇
と
楚
簡
本
『
細
衣
』
と
の
間
に
は
、

字
句
の
異
同
が
多
数
見
ら
れ
、
一
部
の
章
で
は
、
『
詩
』
『
書
』
か

ら
の
引
用
に
も
異
同
が
あ
る
。
ま
た
『
礼
記
』
細
衣
篇
に
見
ら
れ

る
『
易
』
か
ら
の
引
用
は
、
楚
簡
本
『
細
衣
』
に
は
存
在
し
な
い
。

も
っ
と
も
、
郭
店
楚
簡
『
細
衣
』
と
上
博
楚
簡
『
紆
（
細
）
衣
』

と
の
間
に
も
、
「
也
」
の
字
の
有
無
の
他
、
若
干
の
字
句
の
異
同
が

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
数
は
極
め
て
少
な
く
、
内
容
上
大
き
く
影

響
す
る
も
の
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
も
と
よ
り
、
両
文
献
の
書
写

者
が
異
な
る
た
め
、
文
字
の
異
同
は
少
な
く
な
く
、
ま
た
上
博
楚

簡
『
紺
（
細
）
衣
』
の
方
が
合
文
が
多
い
な
ど
、
表
記
上
の
違
い

も
認
め
ら
れ
る
。

郭
店
楚
簡
と
上
博
楚
簡
と
の
二
種
類
の
『
細
衣
』
が
出
土
し
、

し
か
も
両
者
の
間
に
若
干
の
字
句
の
異
同
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら

す
る
と
、
『
細
衣
』
は
戦
国
中
期
に
既
に
相
当
広
く
流
布
し
て
お
り
、

遅
く
と
も
戦
国
前
期
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

上
博
楚
簡
に
は
、
『
綽
（
細
）
衣
』
だ
け
で
な
く
、
『
礼
記
』
孔

子
間
居
篇
と
ほ
ぼ
同
じ
『
民
之
父
母
』
も
含
ま
れ
て
お
り
、
『
礼
記
』

に
紀
元
前
三

0
0
年
頃
に
は
既
に
成
立
し
て
い
た
篇
が
複
数
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
は
確
実
と
な
っ
た
。
ま
た
現
時
点
で
は
詳
細
は
不
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明
だ
が
、
上
博
楚
簡
に
は
『
大
戴
礼
記
』
武
王
践
昨
篇
、
曾
子
立

孝
篇
に
相
当
す
る
著
作
も
含
ま
れ
て
お
り
、
前
漢
後
期
に
戴
聖
に

よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
礼
記
』
（
『
小
戴
礼
記
』
）
四
十
九
篇
の
み

な
ら
ず
、
戴
徳
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
大
戴
礼
記
』
八
十
五
篇

に
も
、
既
に
戦
国
中
期
に
成
立
し
た
諸
篇
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
確
実
と
見
ら
れ
る
。
『
礼
記
』
や
『
大
戴
礼
記
』
に
含
ま
れ
る
諸

篇
の
成
立
事
情
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
確
か
な
こ
と
は
分
か
ら

な
か
っ
た
が
、
概
ね
戦
国
時
代
の
最
末
期
か
ら
秦
漢
以
降
と
見
な

さ
れ
て
き
た
。
郭
店
楚
簡
•
上
博
楚
簡
の
出
土
に
よ
っ
て
、
従
来

の
説
は
大
幅
に
見
直
す
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
な
る
。

(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

①
李
零
「
上
博
楚
簡
校
読
記
（
之
二
）
：
《
細
衣
》
」
（
上
海
大
学
古

代
文
明
研
究
中
心
・
精
華
大
学
思
想
文
化
研
究
所
編
『
上
博
館

蔵
戦
国
楚
竹
書
研
究
』
上
海
書
店
出
版
社
、
二

0
0
二
年
）

②
陳
偉
「
上
博
、
郭
店
二
本
《
細
衣
》
対
読
」
（
上
海
大
学
古
代
文

明
研
究
中
心
・
精
華
大
学
思
想
文
化
研
究
所
編
『
上
博
館
蔵
戦

国
楚
竹
書
研
究
』
上
海
書
店
出
版
社
、
二

0
0
二
年
）

③
虞
万
里
「
上
博
簡
、
郭
店
簡
《
細
衣
》
典
伝
本
合
校
拾
遺
」
（
上

海
大
学
古
代
文
明
研
究
中
心
・
精
華
大
学
思
想
文
化
研
究
所
編

『
上
博
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
研
究
』
上
海
書
店
出
版
社
、
二

0
0

二
年
）

④
趙
平
安
「
上
博
蔵
《
細
衣
》
簡
字
詰
四
篇
」
（
上
海
大
学
古
代
文

明
研
究
中
心
・
精
華
大
学
思
想
文
化
研
究
所
編
『
上
博
館
蔵
戦

国
楚
竹
書
研
究
』
上
海
書
店
出
版
社
、
二

0
0
二
年
）

⑤
孟
蓬
生
「
上
博
簡
《
細
衣
》
筒
記
二
則
」
（
上
海
大
学
古
代
文
明

研
究
中
心
・
精
華
大
学
思
想
文
化
研
究
所
編
『
上
博
館
蔵
戦
国

楚
竹
書
研
究
』
上
海
書
店
出
版
社
、
二

0
0
二
年
）

⑥
福
田
哲
之
「
楚
墓
出
土
簡
贖
文
字
に
お
け
る
位
相
」
（
「
中
国
研

究
集
刊
」
、
二

0
0
二
年
）

⑦
王
金
凌
「
《
證
記
・
稲
衣
》
今
本
与
郭
店
、
上
博
楚
簡
比
論
」
（
陳

福
濱
編
『
新
出
楚
簡
与
儒
家
思
想
論
文
集
』
輔
仁
大
学
文
学
院
、

二
0
0
二
年
）

⑧
鐘
宗
憲
「
《
證
記
・
細
衣
》
的
論
述
結
構
与
其
版
本
差
異
」
（
陳

福
濱
編
『
新
出
楚
簡
与
儒
家
思
想
論
文
集
』
輔
仁
大
学
文
学
院
、

二
0
0
二
年
）

（
竹
田
健
二
）

(
1
)
書
誌
情
報

竹
簡
四

0
枚
。
こ
の
内
、
完
簡
は
六
枚
。
但
し
、
第
三
簡
と
第

四
簡
と
の
間
に
、
更
に
二
枚
の
竹
簡
が
本
来
は
存
在
し
て
い
た
と

3
．
上
博
楚
簡
『
性
情
論
』
（
せ
い
じ
ょ
う
ろ
ん
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考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
他
に
、
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書

（
一
）
』
で
は
、
五
枚
の
残
簡
が
『
性
情
論
』
の
一
部
と
さ
れ
て
い

る
。
残
簡
の
釈
文
・
注
釈
は
、
「
附
一
：
残
簡
」
に
収
め
ら
れ
て
い

る
。
竹
簡
の
両
端
は
平
斉
。

簡
長
は
五
七
・
ニ
S

五
五
•
四
で
上
博
楚
簡
中
最
長
で
あ
る
。

簡
長
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
。
ま
た
、
一
枚

の
竹
簡
の
文
字
数
も
、
三
十

S
四
十
字
程
度
と
か
な
り
ば
ら
つ
き

が
あ
る
。
編
餞
は
三
道
。
な
お
、
写
真
で
見
る
限
り
、
竹
簡
の
保

存
状
態
は
か
な
り
悪
く
、
記
さ
れ
て
い
る
文
字
も
判
読
の
困
難
な

も
の
が
あ
る
。

竹
簡
に
篇
題
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
内
容

は
郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
上

博
楚
簡
の
も
の
は
、
内
容
的
に
主
と
し
て
「
性
」
と
「
情
」
と
に

つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
と
見
る
整
理
者
に
よ
っ
て
、
『
性
情
論
』
と

仮
称
さ
れ
た
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
要

戦
国
期
の
儒
家
の
古
侠
文
献
の
―
つ
で
、
郭
店
楚
簡
『
性
自
命

出
』
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
文
献
で
あ
る
。

但
し
、
『
性
自
命
出
』
と
『
性
情
論
』
と
を
比
較
す
る
と
、
相
違

も
見
ら
れ
る
。

先
ず
対
応
す
る
文
字
列
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
序
列
が
か
な
り
異
な
っ

竹
簡

簡

31140

簡

21127

簡

29S31

簡
27S29

て
い
る
。
両
文
献
の
対
応
関
係
か
ら
見
て
、
『
性
自
命
出
』
の
文
字

列
は
六
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
、
ま
た
『
性
情
論
』
は
五
つ
の
プ
ロ
ッ

ク
に
、
そ
れ
ぞ
れ
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
『
性
自
命
出
』
の
ブ

ロ
ッ
ク
の
序
列
を
基
準
に
そ
の
対
応
を
示
す
と
、
次
の
表
の
よ
う

に
な
る
。

『
性
自
命
出
』
文

字

列

竹

簡

凡
人
雖
有
性

S
遊
心
也
＿
＿
簡

01¥21

喜
斯
悟
＼
憔
之
終
也

凡
學
者

S
信
突

凡
人
情

S
欲
其
制
也

凡
悦
人

S
栗
事
欲
後

簡

62S67
一
身
欲
静

S
為
主
心

『
性
自
命
出
』
の
文
字
列
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
先
頭
か
ら

I
S
V
I
の

番
号
を
付
し
た
上
で
、
『
性
情
論
』
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
序
列
を
、
対
応

す
る
『
性
自
命
出
』
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
置
き
換
え
つ
つ
示
す
な
ら
ば
、

先
頭
か
ら

I
.
w
.
V
I
.
V
.
m
と
な
り
、

11
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
『
性

情
論
』
に
は
存
在
し
て
い
な
い
。

こ
の
他
、
両
文
献
の
間
に
は
字
句
の
異
同
も
見
ら
れ
、
そ
の
中

に
は
か
な
り
大
幅
な
異
同
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
お
そ

凡
學
者

S
信
突

凡
人
情

S
欲
其
折
也

凡
悦
人
＼
栗
事
欲
後

凡
身
欲
静

S
累
累
之
哀

『
性
情
論
』文
字
列

凡
人
雖
有
性

S
遊
心
也

＿

＿

＿

＿

 

（ナシ）
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ら
く
両
文
献
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
て
書
写
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
両
文
献
は
基
本
的
に
同
一
の
文

献
で
は
あ
る
も
の
の
、
異
な
る
系
統
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
文
献
が
戦
国
中
期
に
既
に
複
数
の
系
統

の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
原
本
の
成
立
は

か
な
り
さ
か
の
ぼ
り
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
性
自
命
出
』
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
文
献
の
冒
頭
部

の
内
容
は
、
『
中
庸
』
の
冒
頭
「
天
の
命
ず
る
、
之
を
性
と
謂
ふ
。

性
に
率
う
、
之
を
道
と
謂
ふ
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と
類
似
し
て

お
り
、
両
文
献
と
も
に
子
思
学
派
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
と
推

測
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
二
系
統
の
テ
キ
ス
ト
が
生
じ
た
直
接
の
原
因
は
不
明
で

あ
る
が
、
こ
の
文
献
全
体
の
構
成
が
さ
ほ
ど
緊
密
で
は
な
い
た
め
、

叙
述
の
順
序
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
全
体
と
し
て
の
内
容
に
は
ほ

と
ん
ど
影
響
が
無
い
と
思
わ
れ
る
。

(
3
)
主
要
釈
文
・
注
釈
・
研
究

①
磨
名
春
『
新
出
楚
簡
試
論
』
（
台
湾
古
籍
出
版
有
限
公
司
、
二

O

〇
一
年
）

②
李
零
『
上
博
楚
簡
三
篇
校
読
記
』
（
万
巻
楼
図
書
有
限
公
司
、
ニ

0
0
二
年
）

③
丁
原
植
『
楚
簡
儒
家
性
情
説
研
究
』
（
万
巻
楼
図
書
有
限
公
司
、

4
．
上
博
楚
簡
『
民
之
父
母
』
（
た
み
の
ふ
ぽ

二
0
0
二
年
）

（
竹
田
健
二
）

(
1
)
書
誌
情
報

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
二
分
冊
所
収
。

竹
簡
一
四
枚
。
簡
長
四
五
•
八
。
編
綾
は
三
道
。
竹
簡
の
上
端

か
ら
第
一
編
棧
ま
で
（
ニ
・
ニ
）
と
、
第
三
編
餞
か
ら
竹
簡
の
下

端
ま
で
（
二
•
五
）
と
に
は
、
文
字
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
第
一

編
綾
と
第
二
編
餞
と
の
間
隔
は
二

O・
六
、
第
二
編
餞
と
第
三
編

綾
と
の
間
隔
は
二

0
．
九
。

全
篇
の
末
尾
、
第
14
号
簡
に
は
墨
鉤
が
記
さ
れ
て
お
り
、
墨
鉤

よ
り
下
部
は
竹
簡
の
下
端
ま
で
文
字
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

竹
簡
に
は
篇
題
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
内

容
は
『
礼
記
』
孔
子
間
居
篇
及
び
『
孔
子
家
語
』
論
礼
篇
と
重
複

す
る
が
、
『
礼
記
』
孔
子
間
居
篇
冒
頭
に
あ
る
「
孔
子
間
居
」
の
句
、

或
い
は
『
孔
子
家
語
』
論
礼
篇
冒
頭
に
あ
る
「
論
及
於
礼
」
の
句

が
無
い
こ
と
か
ら
、
整
理
者
が
両
文
献
の
篇
題
を
借
用
す
る
こ
と

を
避
け
、
主
題
を
重
視
し
て
『
民
之
父
母
』
と
仮
称
し
た
。
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(
2
)
内
容
と
研
究
概
要

け
い
し
ゃ
く

本
篇
の
内
容
は
、
『
詩
経
』
大
雅
•
洞
酌
に
あ
る
「
凱
弟
君
子
、

民
之
父
母
」
の
句
を
め
ぐ
る
、
子
夏
と
孔
子
と
の
問
答
で
あ
る
。

先
ず
子
夏
は
孔
子
に
対
し
て
「
民
之
父
母
」
と
は
何
か
を
問
い
、

み
な
も
と

そ
れ
に
対
し
て
孔
子
が
、
「
必
ず
礼
楽
の
液
に
達
し
」
、
「
五
至
」

み

わ

ざ

わ

い

「
三
無
」
を
実
践
し
て
「
天
下
に
横
」
ち
、
ま
た
「
四
方
に
敗

有
れ
ば
、
必
ず
先
ず
之
を
知
る
」
者
を
「
民
の
父
母
」
と
い
う
と

答
え
、
以
下
、
両
者
の
間
で
「
五
至
」
「
三
無
」
「
五
起
」
に
つ
い

て
の
問
答
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

上
博
楚
簡
『
民
之
父
母
』
と
『
礼
記
』
孔
子
間
居
篇
と
は
、
内

容
が
概
ね
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
『
孔
子
家
語
』
論
礼
篇
も
、
や
や

簡
略
で
あ
る
が
、
そ
の
後
半
部
が
孔
子
間
居
篇
並
び
に
『
民
之
父

母
』
と
概
ね
同
じ
内
容
で
あ
る
（
論
礼
篇
の
前
半
部
は
、
『
礼
記
』

仲
尼
燕
居
篇
と
ほ
ぽ
同
じ
）
。

但
し
、
『
礼
記
』
孔
子
間
居
篇
と
『
孔
子
家
語
』
論
礼
篇
の
後
半

部
と
に
は
、
「
民
之
父
母
」
に
関
す
る
子
夏
と
孔
子
と
の
問
答
に
続

い
て
、
や
は
り
子
夏
と
孔
子
と
が
「
三
無
私
」
を
め
ぐ
っ
て
問
答

す
る
部
分
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
『
民
之
父
母
』
に
は
「
三
無
私
」

に
関
す
る
問
答
の
部
分
が
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
『
民
之
父
母
』
と

孔
子
間
居
篇
・
論
礼
篇
と
の
間
に
は
、
字
句
の
異
同
も
見
ら
れ
る
。

加
え
て
、
孔
子
間
居
篇
と
『
民
之
父
母
』
と
で
は
、
「
五
起
」
の
順

序
が
異
な
っ
て
お
り
、
論
礼
篇
は
該
当
す
る
部
分
の
内
容
が
相
当

に
違
っ
て
い
る
。

上
博
楚
簡
『
民
之
父
母
』
並
び
に
上
博
楚
簡
•
郭
店
楚
簡
『
細

衣
』
の
出
土
に
よ
り
、
『
礼
記
』
に
紀
元
前
三

0
0年
頃
ま
で
に
成

立
し
て
い
た
篇
が
複
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
。

な
お
、
『
細
衣
』
の
場
合
は
、
「
子
日
」
（
冒
頭
の
み
は
「
夫
子

日
」
）
で
始
ま
る
文
章
が
羅
列
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
孔
子
の
発
言
が

ど
う
い
う
状
況
で
発
せ
ら
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
『
民
之
父
母
』
は
、
子
夏
と
孔
子
の
一
連
の
発
言
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
孔
子
の
言
葉
が
発
せ
ら
れ
た
状
況
が
明
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
問
答
を
実
際
に
孔
子
と
子
夏
と
が
行
っ
た
か
ど
う

か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
孔
子
が
発
言
し
た
状
況
に
つ
い
て
明
示

す
る
儒
家
系
の
資
料
が
、
戦
国
中
期
ま
で
に
確
実
に
成
立
し
て
い

た
こ
と
は
、
同
様
の
構
成
を
持
つ
『
礼
記
』
中
の
他
の
篇
な
ど
の

成
立
時
期
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。

ま
た
、
『
民
之
父
母
』
に
お
い
て
、
『
詩
経
』
中
の
詩
の
語
句
の

解
釈
を
め
ぐ
っ
て
孔
子
と
子
夏
と
が
問
答
を
交
わ
し
て
い
る
こ
と

は
、
『
論
語
』
八
俯
篇
に
お
け
る
二
人
の
問
答
を
想
起
さ
せ
る
。
す

な
わ
ち
、
『
論
語
』
に
お
い
て
も
、
『
詩
経
』
国
風
の
「
碩
人
」
及

び
逸
『
詩
』
中
の
語
句
に
つ
い
て
、
二
人
は
問
答
を
交
わ
し
て
お

わ
れ

り
、
そ
こ
で
孔
子
は
子
夏
を
評
し
て
、
「
予
を
起
こ
す
者
は
商
な
り
。

始
め
て
与
に
詩
を
言
う
可
き
の
み
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
民
之
父
母
』
は
、
子
夏
が
孔
子
の
門
人
の
中
で
も
『
詩
』
の
学
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に
長
じ
て
い
た
と
す
る
伝
承
を
裏
付
け
る
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ

る。
加
え
て
、
孔
子
の
発
言
に
お
い
て
、
「
三
無
」
を
実
践
し
超
越
的

な
認
識
能
力
を
得
た
「
君
子
」
に
つ
い
て
、
「
気
の
四
海
に
塞
が
る

る
を
得
」
と
説
か
れ
て
い
る
点
は
、
「
浩
然
の
気
」
を
「
養
い
て
害

う
こ
と
無
け
れ
ば
、
則
ち
天
地
の
間
に
塞
が
る
」
（
公
孫
丑
上
）
と

す
る
『
孟
子
』
の
思
考
と
の
間
に
類
似
が
見
ら
れ
る
。
完
成
さ
れ

た
理
想
的
人
間
の
内
面
に
存
す
る
気
が
世
界
全
体
に
充
満
す
る
と

の
思
考
は
、
こ
れ
ま
で
儒
家
の
中
で
も
『
孟
子
』
に
独
特
で
あ
る

と
見
ら
れ
て
い
た
が
、
『
民
之
父
母
』
の
出
土
に
よ
っ
て
、
こ
う
し

た
気
に
関
す
る
思
考
が
戦
国
中
期
の
儒
家
に
広
く
存
在
し
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
『
民
之
父
母
』
の
末
尾
に
墨
鉤
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
見
て
、
「
民
之
父
母
」
を
め
ぐ
る
問
答
と
、
孔
子
間
居
篇
及
び
論

礼
篇
に
は
存
在
す
る
が
『
民
之
父
母
』
に
は
存
在
し
な
い
「
三
無

私
」
を
め
ぐ
る
問
答
と
は
、
本
来
は
別
個
の
も
の
で
あ
り
、
そ
も

そ
も
一
連
の
問
答
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
二
つ
の
問
答
は
、
い
ず
れ
も
孔
子
と
子
夏
と
の
間
で
な
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
「
三
無
私
」
の
問
答
で
「
三
代
の
王
」
の
徳
が
問

題
に
さ
れ
た
の
は
、
「
民
の
父
母
」
た
る
君
主
の
過
去
の
実
例
と
し

て
「
三
代
の
王
」
に
話
が
及
ん
だ
た
め
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と

も
、
一
応
は
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
両
者
は
全
く
無
関
係
と
い
う

訳
で
は
な
い
が
、
内
容
上
、
二
つ
の
問
答
は
直
接
的
に
は
関
連
が

な
く
、
決
し
て
か
み
合
っ
て
は
い
な
い
。
前
漢
後
期
に
戴
聖
に
よ

っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
礼
記
』
（
『
小
戴
礼
記
』
）
成
立
の
段
階
か
、

或
い
は
『
礼
記
』
と
戴
徳
の
『
大
戴
礼
記
』
と
の
母
体
と
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
「
記
百
三
十
一
篇
」
（
『
漢
書
』
芸
文
志
の
六
芸
略
）

成
立
の
段
階
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
以
前
の
段
階
か
は
不
明
だ
が
、

も
と
も
と
別
々
で
あ
っ
た
問
答
が
編
集
さ
れ
て
一
篇
に
ま
と
め
ら

れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

(
1
)

書
誌
情
報

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
二
分
冊
所
収
。

竹
簡
―
四
枚
。
す
べ
て
の
簡
が
欠
損
し
て
い
て
、
完
全
な
簡
は

一
枚
も
な
い
。
残
存
す
る
文
字
は
三
九
五
字
で
、
そ
の
中
に
合
文

が
六
個
、
重
文
が
一
個
含
ま
れ
る
。
第
五
簡
の
背
に
「
子
羊
~
」
と

篇
題
が
記
さ
れ
る
。
文
字
は
、
上
博
楚
簡
の
『
魯
邦
大
旱
』
『
孔
子

詩
論
』
と
同
一
人
の
筆
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

5
．
上
博
楚
簡
『
子
恙
』
（
し
こ
う
）

（
竹
田
健
二
）
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内
容
は
発
と
舜
に
関
す
る
前
半
部
と
、
夏
・
殷
・
周
そ
れ
ぞ
れ

の
始
祖
で
あ
る
萬
•
契
．
后
稜
に
関
す
る
後
半
部
と
に
大
別
さ
れ
も
っ

る
。
発
と
舜
に
関
す
る
前
半
部
分
で
は
、
「
孔
子
日
く
、
昔
は
而
て

ぉ

世
を
歿
う
る
や
、
善
と
善
と
相
受
く
る
な
り
」
と
、
孔
子
の
口
を

借
り
て
、
古
代
に
あ
っ
て
は
血
縁
相
続
で
は
な
く
禅
譲
が
行
わ
れ

こ
れ

て
い
た
と
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
「
党
の
舜
を
取
る
や
、
諸
を
草
茅

よ

れ

い

み

ん

の
中
従
り
す
」
と
、
「
童
土
の
黎
民
」
で
あ
っ
た
舜
を
発
が
抜
擢
．

登
用
し
、
「
発
は
舜
の
徳
賢
な
る
を
見
る
。
故
に
之
に
譲
る
」
と
、

天
子
の
位
を
禅
譲
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
は
、
従
来
知
ら
れ

て
い
た
禅
譲
説
話
と
大
き
な
違
い
は
な
い
。

注
目
す
べ
き
は
、
「
孔
子
日
く
、
舜
は
其
れ
受
命
の
民
と
謂
う
べ

し
。
舜
は
人
の
子
な
り
」
と
い
っ
た
総
括
が
加
え
ら
れ
る
点
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
は
、
一
介
の
庶
民
か
ら
禅
譲
に
よ
っ
て
天
子
と
な
っ

た
舜
を
、
上
天
よ
り
受
命
し
た
民
と
規
定
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま

で
知
ら
れ
な
か
っ
た
思
考
で
あ
る
。
ま
た
「
舜
は
人
の
子
な
り
」

と
の
表
現
は
、
こ
れ
以
下
が
欠
損
し
て
い
て
、
文
脈
全
体
に
占
め

る
意
味
が
不
明
確
で
は
あ
る
が
、
後
文
と
の
対
応
か
ら
し
て
、
舜

が
人
間
の
父
母
か
ら
生
ま
れ
て
、
完
全
に
人
間
の
領
域
に
属
す
る

存
在
と
し
て
天
子
と
な
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
に
続
い
て
話
題
は
、
萬
•
契
．
后
稜
の
三
王
者
に
移
る
。

話
題
が
転
換
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
「
子
恙
、
孔
子
に
問
い
て

お
こ

日
く
、
三
王
者
の
作
れ
る
や
、
皆
人
の
子
な
り
。
而
る
に
其
の
父

は
賎
し
く
し
て
称
す
る
に
足
ら
ざ
る
か
」
と
の
子
恙
の
問
い
か
け

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
舜
が
「
人
の
子
」
だ
っ
た
の
と
同
様
に
、
萬
．

契
．
后
稜
の
三
王
者
も
す
べ
て
人
間
の
父
母
よ
り
生
じ
た
「
人
の

子
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
な
の
に
三
王
者
の
父
の
名
が

全
く
称
さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
と
の
、
疑
念
の
表
明
で
あ
る
。

こ
の
質
問
に
応
じ
て
孔
子
は
、
三
王
者
の
出
生
の
経
緯
を
説
明
す

る
の
だ
が
、
萬
に
関
し
て
は
、
「
…
…
妊
み
て
背
を
劃
き
て
生
じ
、

す

な

わ

か

た

生
ず
る
や
而
ち
能
く
言
る
は
、
是
れ
萬
な
り
」
と
、
鳥
の
卵
を
飲

み
込
ん
だ
母
親
の
背
中
を
破
っ
て
誕
生
し
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
喋
り

始
め
た
と
の
聖
誕
神
話
が
述
べ
ら
れ
る
。

ま
た
契
に
関
し
て
は
、
「
契
の
母
は
有
蛾
氏
の
女
な
り
」
「
瑶
台

く

わ

お

の
上
に
遊
ぶ
に
、
線
の
卵
を
衡
う
る
有
り
て
、
諸
を
其
の
前
に
錯

く
。
取
り
て
之
を
呑
め
ば
、
…
…
」
と
、
鳥
が
衡
え
て
き
た
卵
を

呑
ん
だ
母
親
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
と
の
聖
誕
神
話
が
語
ら
れ
る
。

さ
ら
に
后
稜
に
関
し
て
は
、
「
后
稜
の
母
は
有
部
氏
の
女
な
り
」

「
乃
ち
人
武
（
人
跡
）
を
見
る
。
履
み
て
以
て
祈
祷
し
て
日
く
、

帝
の
武
（
跡
）
は
…
…
」
と
、
母
親
が
帝
の
足
跡
を
踏
ん
で
妊
娠

し
、
后
稜
を
生
ん
だ
と
の
聖
誕
神
話
が
述
べ
ら
れ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
舜
が
完
全
に
「
人
の
子
」
の
領
域
内
で
天
子

と
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
三
王
者
の
側
は
、
父
親
が
い
ず
れ
の
場

合
も
神
霊
に
類
す
る
神
秘
的
存
在
で
、
母
親
は
人
間
の
父
親
不
在
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(
1
)
書
誌
情
報

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
二
分
冊
所
収
。

全
六
簡
、
二

O
八
字
。
上
下
端
は
弧
形
（
円
端
）
。
編
綾
は
三
道
。

第
六
簡
末
尾
に
墨
節
が
あ
り
、
以
下
空
白
。
完
簡
は
長
さ
五
五

cm

前
後
。
原
題
は
な
く
、
題
名
は
内
容
に
基
づ
く
仮
称
で
あ
る
。
ま

6
．
上
博
楚
簡
『
魯
邦
大
旱
』
（
ろ
ほ
う
た
い
か
ん

の
ま
ま
処
女
懐
胎
し
て
三
王
者
を
生
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
三
王
者
に
つ
い
て
母
親
の
名
前
だ
け
が
伝
え
ら
れ
、
父

親
の
名
前
が
称
え
ら
れ
な
い
の
も
当
然
の
事
態
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

「
子
羊
~
」
は
完
全
な
簡
が
一
枚
も
な
く
、
至
る
所
欠
損
し
て
い

る
た
め
、
発
・
舜
系
統
の
前
半
部
と
三
王
者
系
統
の
後
半
部
が
い

か
な
る
論
理
展
開
で
接
続
さ
れ
て
い
る
の
か
不
明
瞭
で
、
し
た
が

っ
て
篇
全
体
の
意
図
も
正
確
に
は
把
握
し
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

大
き
く
、
人
の
領
域
に
属
す
る
発
・
舜
の
系
統
ー
禅
譲
に
よ
る
王

朝
交
替
と
、
半
神
半
人
の
領
域
に
属
す
る
三
王
者
の
系
統
ー
放
伐

に
よ
る
王
朝
交
替
の
二
つ
の
路
線
を
対
比
す
る
意
図
が
あ
っ
た
か

と
推
測
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
今
後
の
研
究
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
浅
野
裕
一
）

た
、
字
体
、
簡
長
、
両
端
の
形
状
が
『
孔
子
詩
論
』
（
第
一
分
冊
所

収
）
・
『
子
羊
~
』
（
第
二
分
冊
所
収
）
と
一
致
し
て
お
り
、
同
冊
で

あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
、
編
綾
第
三
道
下
部
を
欠
損
し
て
い
る
簡
が
多
く
、
文
脈

を
読
み
取
り
づ
ら
い
箇
所
が
あ
る
が
、
内
容
か
ら
考
え
て
な
お
ニ

簡
程
度
の
脱
簡
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

『
春
秋
』
に
よ
れ
ば
、
魯
は
、
哀
公
十
五
年
（
前
四
八
〇
）
に

「
秋
八
月
大
雲
」
と
記
録
さ
れ
る
大
干
魃
に
見
舞
わ
れ
た
。
本
資

料
は
、
こ
の
危
機
に
際
し
て
、
哀
公
が
孔
子
に
対
策
を
諮
問
す
る

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
『
春
秋
』
等
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
旱
魃
に
際

し
て
は
、
雨
乞
い
の
儀
式
を
す
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

本
資
料
に
登
場
す
る
孔
子
は
、
山
川
の
神
に
「
珪
璧
幣
吊
」
を
捧

げ
て
祀
る
と
い
う
文
字
通
り
の
神
頼
み
で
は
な
く
、
「
刑
徳
」
の
充

実
と
い
う
政
治
的
努
力
が
重
要
で
あ
る
と
哀
公
に
答
え
る
。
ま
た
、

退
出
し
た
孔
子
が
出
会
っ
た
子
貢
も
、
同
様
の
見
解
を
更
に
理
論

的
に
表
明
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
資
料
は
、
天
災
に
対
す
る
孔

子
や
子
貢
の
思
想
的
立
場
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
で

あ
る
。旱
魃
に
対
す
る
孔
子
の
立
場
を
表
す
資
料
と
し
て
は
、
他
に
『
孔

子
家
語
』
曲
礼
子
貢
問
篇
の
記
事
が
あ
る
。
干
魃
に
よ
る
斉
の
大
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飢
饉
に
際
し
て
、
景
公
か
ら
対
策
を
問
わ
れ
た
孔
子
は
、
凶
作
の

年
に
は
、
君
主
は
駕
馬
（
劣
っ
た
馬
）
に
乗
り
、
民
を
使
役
せ
ず
、

馳
道
（
お
な
り
道
）
を
作
ら
ず
、
（
犠
牲
を
用
い
ず
に
）
幣
玉
で
祈

り
、
楽
を
伴
う
祭
祀
を
せ
ず
、
大
牢
を
用
う
べ
き
祀
り
に
は
少
牢

を
用
い
よ
と
説
く
。
同
様
の
言
は
、
『
礼
記
』
雑
記
下
や
曲
礼
下
に

も
見
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
旱
魃
に
よ
る
凶
作
へ

の
対
策
と
し
て
、
君
主
が
自
ら
節
制
し
民
を
救
済
す
る
こ
と
を
説

く
も
の
で
あ
り
、
安
直
な
祭
祀
・
呪
術
に
頼
ら
な
い
と
い
う
基
本

姿
勢
に
於
て
本
資
料
と
類
似
し
て
い
る
。
但
し
、
本
資
料
で
は
、

こ
れ

「
邦
に
大
旱
あ
れ
ば
、
乃
ち
諸
を
刑
と
徳
と
に
失
う
こ
と
母
か
ら

ん
か
」
と
、
具
体
的
な
政
策
と
し
て
「
刑
徳
」
が
強
調
さ
れ
る
点

に
最
大
の
特
色
が
あ
る
。

政
治
技
術
と
し
て
の
「
刑
徳
」
併
用
を
説
く
も
の
と
し
て
は
、

『
韓
非
子
』
に
、
「
明
主
の
其
の
臣
を
導
制
す
る
所
の
者
は
、
二
柄

の
み
。
二
柄
と
は
、
刑
徳
な
り
。
何
を
か
刑
徳
と
謂
う
。
日
く
、

殺
戟
、
之
を
刑
と
謂
い
、
慶
賞
、
之
を
徳
と
謂
う
」
（
二
柄
篇
）
と

あ
る
の
が
著
名
で
あ
り
、
ま
た
、
周
期
的
天
道
観
の
下
に
「
刑
徳
」

を
包
摂
す
る
政
治
思
想
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
黄
老
思
想
の
「
刑

徳
」
が
指
摘
で
き
る
。
従
来
は
こ
の
よ
う
に
、
「
刑
徳
」
が
政
治
思

想
と
し
て
先
鋭
化
し
て
く
る
の
は
戦
国
時
代
後
半
か
ら
と
考
え
ら

れ
て
き
た
。

た
だ
、
刑
徳
に
関
す
る
孔
子
の
見
解
と
し
て
は
、
『
論
語
』
為
政

篇
に
「
子
日
く
、
之
を
道
び
く
に
政
を
以
て
し
、
之
を
斉
う
る
に

刑
を
以
て
す
れ
ば
、
民
免
れ
て
恥
無
し
。
之
を
道
び
く
に
徳
を
以

て
し
、
之
を
斉
う
る
に
礼
を
以
て
す
れ
ば
、
恥
有
り
て
且
つ
格
し
」
、

同
•
子
路
篇
に
「
子
日
く
、
必
ず
や
名
を
正
さ
ん
か
。
…
…
礼
楽

興
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
刑
罰
中
ら
ず
、
刑
罰
中
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
民

手
足
を
錯
く
所
無
し
」
、
『
礼
記
』
細
衣
篇
に
「
子
日
く
、
夫
れ
民

之
を
教
う
る
に
徳
を
以
て
し
、
之
を
斉
う
る
に
礼
を
以
て
す
れ
ば
、

則
ち
民
に
格
心
有
り
、
之
を
教
う
る
に
政
を
以
て
し
、
之
を
斉
う

る
に
刑
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
民
に
遮
心
有
り
」
な
ど
と
あ
り
、

こ
こ
に
こ
う
し
た
孔
子
の
言
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
決
し
て
奇
異
な

現
象
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
儒
家
思
想
の
内
部
に
も
、
早
く
か
ら
、

政
治
技
術
と
し
て
の
「
刑
徳
」
の
有
用
性
や
意
義
、
そ
の
運
用
の

問
題
に
つ
い
て
、
一
定
の
認
識
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
従
来

は
、
右
の
『
論
語
』
や
『
礼
記
』
の
言
葉
も
、
徳
・
礼
と
政
・
刑

と
を
あ
ま
り
に
対
比
的
に
捉
え
過
ぎ
て
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
郭
店
楚
簡
『
唐
虞
之
道
』
に
は
、
舜
•
萬

の
治
世
に
「
愛
」
と
「
正
（
刑
•
兵
）
」
と
が
併
用
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
説
か
れ
、
『
成
之
聞
之
』
に
も
、
天
の
「
大
常
」
を
乱
す
者
に

は
文
王
制
作
の
刑
罰
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
『
六
徳
』
に
は
、
「
礼
楽
を
作
り
、
刑
法
を
制
」
す
る
の
は
「
聖

智
」
者
の
役
割
で
あ
る
と
説
か
れ
、
『
尊
徳
義
』
に
も
、
『
礼
記
』

曲
礼
上
の
「
證
不
下
庶
人
、
刑
不
上
大
夫
。
刑
人
不
在
君
側
」
に
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類
似
し
た
「
刑
は
君
子
に
逮
ば
ず
、
礼
は
小
人
に
逮
ば
ず
」
と
い

う
賞
罰
の
施
行
を
前
提
と
す
る
議
論
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
も
本
資

料
と
と
も
に
、
「
刑
徳
」
概
念
の
成
立
と
展
開
や
、
儒
家
思
想
に
於

け
る
法
治
的
要
素
の
存
在
に
つ
い
て
、
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
本
資
料
に
於
け
る
孔
子
の
立
場
と
類
似
す
る
も
の
と
し

て
、
『
晏
子
春
秋
』
に
見
え
る
晏
嬰
の
言
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

病
に
苦
し
む
斉
の
景
公
は
、
「
山
川
宗
廟
」
を
祀
り
「
犠
牲
珪
璧
」

を
供
え
さ
せ
た
に
も
関
わ
ら
ず
快
癒
し
な
い
の
で
、
上
帝
に
そ
の

不
備
を
謝
罪
し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
晏
嬰
は
、
安
直

な
神
頼
み
を
否
定
し
、
政
治
上
・
人
事
上
の
改
善
が
重
要
で
あ
る

と
景
公
に
厳
し
く
諫
言
し
て
い
る
（
『
晏
子
春
秋
』
内
篇
諫
上
第
一
・

景
公
病
久
不
愈
欲
誅
祝
史
以
謝
晏
子
諫
第
十
二
）
。

ま
た
、
こ
の
『
魯
邦
大
旱
』
に
於
て
、
子
貢
も
、
「
夫
れ
山
は
、

石
以
て
膚
と
為
し
、
木
以
て
民
と
為
す
。
如
し
天
雨
ふ
ら
ず
ん
ば
、

石
将
に
焦
げ
ん
と
し
、
木
将
に
死
せ
ん
と
す
。
其
れ
雨
を
欲
す
る

こ
と
或
い
は
我
よ
り
甚
し
。
何
ぞ
必
し
も
名
を
侍
ま
ん
や
」
な
ど

と
、
山
川
の
神
へ
の
祭
祀
が
無
益
で
あ
る
こ
と
を
説
く
が
、
そ
の

言
は
、
や
は
り
、
『
晏
子
春
秋
』
や
『
説
苑
』
に
見
え
る
晏
嬰
の
言

に
酷
似
し
て
い
る
。
即
ち
、
斉
が
大
干
魃
に
襲
わ
れ
た
と
き
、
景

公
は
、
霊
山
•
河
伯
を
祀
っ
て
雨
乞
い
を
し
よ
う
と
し
た
が
、
晏

嬰
は
安
直
な
雨
乞
い
を
否
定
し
た
上
で
、
君
主
自
ら
宮
殿
を
去
り
、

(
1
)
書
誌
情
報

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
（
以
下
、
『
楚
竹
書
』
）
第
二

分
冊
所
収
。

『
甲
篇
』
の
竹
簡
数
は
、
残
簡
を
含
め
て
一
九
枚
。
総
字
数
は

五
一
九
字
。
そ
の
う
ち
重
文
八
、
合
文
六
。
編
餞
は
三
道
。
『
楚
竹

書
』
の
「
説
明
」
に
よ
れ
ば
、
第
6
簡
と
第
7
簡
は
、
も
と
も
と

一
簡
だ
っ
た
も
の
が
断
裂
し
た
も
の
で
、
現
存
す
る
簡
数
は
一
八

枚
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
完
簡
（
四
ニ
・
五

S
四
ニ
・
八
）
は
第

7
．
上
博
楚
簡
『
従
政
甲
・
乙
篇
』
（
じ
ゅ
う
せ
い

へ
ん
）

日
差
し
に
身
を
曝
し
て
霊
山
•
河
伯
と
と
も
に
旱
魃
を
憂
え
よ
と

諌
言
す
る
（
『
晏
子
春
秋
』
内
篇
諌
上
第
一
・
景
公
欲
祠
懸
山
河
伯

以
躊
雨
晏
子
諫
第
十
五
、
お
よ
び
『
説
苑
』
朔
物
篇
）
。
こ
の
諫
言

の
内
容
は
本
資
料
の
子
貢
の
言
と
ほ
ぼ
重
複
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
改
め
て
儒
家
と
晏
子
の
思
想
的
立
場
を
示
す
と

と
も
に
、
従
来
、
そ
の
成
立
が
未
詳
で
あ
る
と
し
て
研
究
が
進
め

ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
晏
子
春
秋
』
に
つ
い
て
も
、
重
要
な
研
究

の
糸
口
を
提
供
し
て
い
る
と
言
え
る
。

（
湯
浅
邦
弘
）

こ
う
•
お
つ
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1
.
5
.
「
6
+
7
」
.
8
.
1
1
.
1
5
.
1
8
.
1
9
の
各
簡
の
八
枚
。

第
3
.
1
7
簡
が
三

O
c
m
を
超
え
る
が
、
（
実
数
を
一
八
枚
と
す
る
と
）

あ
と
の
八
枚
は
三

O
c
m
に
満
た
な
い
残
簡
で
あ
る
。
こ
れ
ら
十
八

枚
の
簡
は
お
お
む
ね
編
餞
の
位
置
・
字
体
・
内
容
か
ら
、
同
一
篇

と
判
断
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

『
乙
篇
』
の
竹
簡
数
は
、
残
簡
を
含
め
て
六
枚
。
編
綾
は
三
道
。

総
字
数
は
一
四
九
字
（
両
篇
で
は
六
五
九
字
）
で
、
合
文
一
。
完

簡
は
わ
ず
か
に
一
枚
で
、
簡
長
は
四
ニ
・
六
。
意
味
内
容
の
連
続

が
認
め
ら
れ
る
の
は
二
枚
の
み
で
、
あ
と
は
編
綾
の
位
置
で
同
一

篇
と
判
断
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

題
名
の
「
従
政
」
は
、
こ
の
両
篇
に
繰
り
返
し
「
従
政
」
と
い

う
言
葉
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
仮
称
さ
れ
て
い
る
。
『
甲
篇
』
『
乙

篇
』
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
は
、
意
味
内
容
上
は
「
従
政
」
と
い

う
点
で
関
連
性
が
あ
る
も
の
の
、
竹
簡
の
長
さ
や
編
綾
の
位
置
が

二
系
統
に
分
か
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
「
説
明
」
に
は
説
か
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
本
研
究
会
で
『
楚
竹
書
』
の
写
真
版
を

確
認
す
る
限
り
、
こ
の
「
説
明
」
に
は
従
い
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ

る
。
ま
ず
竹
簡
の
形
状
面
で
は
、
簡
長
、
編
綾
の
位
置
は
同
じ
で

あ
り
、
た
と
え
ば
次
に
挙
げ
る
両
篇
の
文
字
（
「
行
己
（
以
）
」
）

か
ら
見
て
も
、
同
一
人
の
筆
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

乙
篇
第
5
簡

ま
た
、
内
容
上
の
面
か
ら
見
る
と
、
『
楚
竹
書
』
が
「
甲
篇
」
と

し
て
分
類
し
た
中
に
あ
る
「
政
に
従
う
に
は
、
五
徳
を
敦
く
し
、

三
誓
を
固
く
し
、
十
怨
を
除
く
」
（
第
5
簡
）
の
「
十
怨
」
の
九
番

目
と
十
番
目
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
「
日
犯
人
之
務
、
十
日
ロ

恵
而
不
係
」
か
ら
は
じ
ま
る
簡
が
、
「
乙
篇
」
の
第
1
簡
と
さ
れ
て

お
り
、
著
し
く
奇
異
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。
以
上
は
、
ご
く
表

面
的
に
両
篇
を
見
渡
し
た
だ
け
で
も
指
摘
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
本
資
料
は
、
甲
•
乙
の
二
篇
に
分
け
る
必
然
性
が
見

当
た
ら
ず
、
こ
の
二
篇
が
同
冊
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
今
後

さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

甲
篇
第
1
6
簡
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前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
両
篇
の
竹
簡
の
残
存
状
況
は
き
わ
め

て
悪
く
、
竹
簡
の
配
列
も
『
楚
竹
書
』
の
配
列
が
確
定
的
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
『
甲
篇
』
で
は
、
意
味
内
容
の
連
続

が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
第
1
S
2
簡
、
第
5
S
7
簡
だ
け
で
あ
り
、

『
乙
篇
』
は
前
述
の
よ
う
に
第
1
S
2
簡
の
み
で
あ
る
。
ま
た
そ

れ
ぞ
れ
の
篇
首
の
配
置
理
由
も
便
宜
的
で
あ
る
。
『
甲
篇
』
は
、

「
（
聞
）
之
日
」
と
い
う
区
切
り
の
良
い
始
ま
り
方
を
し
て
お
り
、

完
簡
で
な
お
か
つ
次
に
意
味
上
の
連
続
が
認
め
ら
れ
る
簡
が
存
在

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
現
状
の
第
一
簡
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
『
乙

篇
』
に
至
っ
て
は
、
完
簡
で
あ
る
こ
と
と
次
に
連
係
す
る
簡
が
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
第
一
簡
が
決
定
さ
れ
、
あ
と
は
簡
の
状
況

が
良
好
で
確
認
で
き
る
字
数
が
多
い
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
。
な
お
か
つ
二
つ
の
篇
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し

て
さ
え
疑
義
が
残
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
一
応
『
楚
竹
書
』
が

分
類
し
て
い
る
甲
•
乙
篇
の
ま
ま
の
状
態
で
内
容
を
紹
介
し
て
お

き
た
い
。
こ
の
両
篇
の
内
容
の
特
徴
は
、
仮
称
と
も
な
っ
て
い
る
「
従
政
」
、

つ
ま
り
政
治
に
従
事
す
る
者
に
求
め
ら
れ
る
姿
勢
や
心
構
え
が
説

か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
甲
篇
』
で
は
、
先
に
引
い

た
「
政
に
従
う
に
は
、
五
徳
を
敦
く
し
、
三
誓
を
固
く
し
、
十
怨

を
除
く
」
や
、
「
政
に
従
う
に
七
機
有
り
」
（
第
8
簡
）
、
「
政
に
従

う
に
務
む
る
所
は
三
」
（
第
10
簡
）
と
あ
り
、
『
乙
篇
』
で
は
「
之

を
聞
く
に
日
く
、
政
に
従
う
に
は
治
ま
ら
ざ
れ
ば
則
ち
乱
る
」
（
第

3
簡
）
の
よ
う
に
政
治
を
す
る
際
の
留
意
事
項
が
列
挙
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
「
従
政
」
の
レ
ベ
ル
、
つ
ま
り
こ
の
姿
勢
が
求
め
ら
れ

て
い
る
「
従
政
」
者
の
地
位
は
、
『
乙
篇
』
に
「
邦
家
を
興
し
政
教

を
治
む
る
に
は
、
命
に
従
え
ば
則
ち
労
せ
ず
」
「
人
の
務
め
を
犯
さ

ず
」
（
と
も
に
第
1
簡
）
と
あ
る
よ
う
に
、
君
主
の
レ
ベ
ル
で
は
な

く
、
君
主
の
命
を
受
け
な
が
ら
実
際
に
民
を
統
治
す
る
卿
大
夫
ク

ラ
ス
が
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
「
従
政
」
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
姿
勢
が
、
ど
の
よ

う
な
価
値
観
に
基
づ
い
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
「
五
徳
を
敦
く
し
」

の
「
五
徳
」
が
「
寛
・
恭
•
恵
·
仁
・
敬
」
（
『
甲
篇
』
第
5

簡
よ

り
抜
粋
）
と
さ
れ
て
お
り
、
『
論
語
』
に
あ
る
「
温
、
良
、
恭
、
倹
‘

譲
」
（
学
而
篇
）
「
恭
、
寛
、
信
、
敏
、
恵
」
（
陽
貨
篇
）
に
近
い

こ
と
や
「
仁
」
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
「
温
良
に
し
て
忠

敬
な
る
は
仁
の
宗
な
り
」
（
『
乙
篇
』
第
4
簡
）
と
説
か
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
分
業
を
説
く
点
は
法
家
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
根
底

は
儒
家
的
な
価
値
観
で
統
一
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
点

で
、
お
な
じ
く
政
治
に
携
わ
る
者
の
心
構
え
を
説
く
睡
虎
地
秦
簡

『
為
吏
之
道
』
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
『
為
吏
之
道
』
に
記

さ
れ
て
い
る
の
は
下
級
官
吏
の
現
実
面
で
の
政
治
技
術
や
現
場
で

の
心
構
え
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
従
政
』
の
側
は
儒
教
的
な
価
値
観

を
も
と
に
し
た
精
神
論
に
重
点
を
置
い
た
も
の
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
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を
作
成
し
よ
う
と
い
う
意
図
は
理
解
で
き
る
が
、
現
実
的
な
行
政

案
件
に
対
す
る
対
処
法
な
ど
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な

両
者
の
違
い
を
さ
ら
に
探
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
先
秦

の
文
献
で
は
未
見
の
「
五
徳
」
と
い
う
言
葉
と
そ
の
内
容
は
、
先

秦
儒
家
の
説
い
た
徳
目
と
の
関
連
性
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

『
為
吏
之
道
』
以
外
の
書
物
と
の
関
係
性
と
い
う
点
で
は
、
『
甲

篇
』
第
1
1
簡
の
「
聞
之
日
、
可
言
而
不
可
行
、
君
子
不
言
、
可
行

而
不
可
言
、
君
子
不
行
」
の
語
句
が
、
郭
店
楚
簡
『
細
衣
』
・
上
博

楚
簡
『
細
衣
』
の
「
子
日
、
可
言
不
可
行
、
君
子
弗
言
。
可
行
不

可
言
、
君
子
弗
行
」
お
よ
び
『
礼
記
』
細
衣
篇
の
「
可
言
也
、
不

可
行
、
君
子
弗
言
也
。
可
行
也
、
不
可
言
、
君
子
弗
行
也
」
と
内

容
上
一
致
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
も
郭
店
『
細
衣
』
．

上
博
『
細
衣
』
で
「
子
日
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
『
従
政
』

で
は
「
聞
之
日
」
と
な
っ
て
い
る
点
は
、
孔
子
の
言
葉
が
伝
承
さ

れ
て
文
献
に
取
り
込
ま
れ
て
い
く
過
程
を
探
る
上
で
は
示
唆
的
で

あ
ろ
う
。

孔
子
と
の
関
連
性
で
改
め
て
「
従
政
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し

て
み
る
と
、
こ
の
言
葉
が
『
論
語
』
に
お
い
て
何
度
か
話
題
と
し

て
登
場
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
「
季

康
子
問
う
。
仲
由
は
政
に
従
わ
し
む
可
き
か
。
子
日
く
、
由
や
果
、

政
に
従
う
に
於
い
て
か
何
を
か
有
ら
ん
。
日
く
、
賜
や
政
に
従
わ

し
む
可
き
か
。
…
…
」
（
『
論
語
』
宛
也
篇
）
の
よ
う
に
、
弟
子
た

ち
が
「
従
政
」
し
た
場
合
を
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
人
物
寸
評

で
あ
っ
た
り
、
「
子
日
く
、
荀
も
其
の
身
を
正
せ
ば
、
政
に
従
う
に

於
い
て
か
何
を
か
有
ら
ん
」
の
よ
う
に
、
「
従
政
」
に
お
け
る
大
前

提
の
精
神
論
が
説
か
れ
て
い
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
孔
子

学
団
に
お
い
て
は
、
常
に
「
従
政
」
と
い
う
場
面
を
想
定
し
た
問

答
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。
『
論
語
』
の
こ
う
し
た
「
従

政
」
の
用
例
を
考
え
て
も
、
本
資
料
『
従
政
』
は
、
儒
家
が
官
僚

体
制
に
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
、
儒
家
的
な
官
僚
を
送
り
だ
そ

う
と
し
た
際
に
編
ま
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
だ
っ
た
可
能
性
が
非
常
に

高
い
。
実
際
、
孔
子
の
弟
子
の
多
く
は
卿
大
夫
ク
ラ
ス
の
官
僚
と

し
て
諸
国
に
赴
任
し
て
お
り
、
彼
ら
が
学
団
を
離
れ
て
単
身
で
任

地
に
赴
く
際
に
、
こ
の
よ
う
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
存
在
す
れ
ば
精
神

的
な
支
え
と
し
て
心
強
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

以
上
、
『
従
政
』
甲
・
乙
篇
は
竹
簡
の
保
存
状
況
に
き
わ
め
て
難

点
が
あ
る
と
は
い
え
、
先
秦
の
政
治
思
想
研
究
、
と
く
に
儒
家
が
、

法
家
の
専
売
特
許
の
よ
う
な
官
僚
制
と
い
う
行
政
体
制
に
、
い
か

に
自
家
の
価
値
観
を
盛
り
込
も
う
と
し
て
い
た
か
と
い
う
経
緯
を

探
る
上
で
は
、
貴
重
な
資
料
だ
と
い
え
よ
う
。
そ
の
こ
と
は
つ
ま

り
、
儒
家
的
な
価
値
観
に
基
づ
く
漢
代
の
現
実
政
治
の
在
り
方
が
、

秦
王
朝
の
反
省
を
待
た
な
け
れ
ば
登
場
し
え
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
儒
家
に
お
い
て
戦
国
期
か
ら
醸
成
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
っ

た
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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（
菅
本
大
二
）

8
、
上
博
楚
簡
『
昔
者
君
老
』
（
せ
き
し
ゃ
く
ん
ろ
う
）

(
1
)
書
誌
情
報

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
二
分
冊
所
収
。

竹
簡
四
枚
。
そ
の
中
の
三
枚
は
完
全
で
、
一
枚
が
残
簡
で
あ
る
。

残
存
す
る
文
字
は
一
五
八
字
で
、
そ
の
中
に
重
文
が
八
個
、
合
文

が
一
個
含
ま
れ
る
。
竹
簡
上
に
篇
題
は
な
く
、
冒
頭
部
分
の
一
句

を
取
っ
て
『
昔
者
君
老
』
と
命
名
さ
れ
た
。

(
2
)
内
容
と
研
究
概
況

『
昔
者
君
老
』
は
、
「
君
子
日
く
、
昔
は
君
老
い
て
太
子
君
に
朝

た
す

す
る
に
、
君
の
母
弟
是
れ
相
く
」
と
、
君
子
の
聞
き
書
き
の
体
裁

で
、
父
で
あ
る
君
主
が
老
衰
し
、
死
期
が
迫
っ
て
い
る
時
期
に
お

す
す

け
る
太
子
朝
見
の
作
法
を
記
す
。
「
太
子
は
之
れ
が
母
弟
に
前
む
。

母
弟
送
り
て
退
か
ん
と
す
る
に
、
之
に
前
み
て
太
子
は
再
三
す
。

然
る
後
に
並
び
て
之
を
聴
く
」
と
、
母
方
の
伯
父
が
介
添
え
役
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
こ
ろ
に
‘
―
つ
の
特
色
が
あ
る
。

そ

く

ち

ょ

う

こ

と

ご

と

太
子
は
常
に
母
弟
を
伴
い
、
「
太
子
は
戻
聴
す
る
に
、
庶
く
叩
き
て

こ
う
も
ん

叩
進
す
」
と
か
、
「
至
り
て
閤
門
に
令
し
、
以
て
寺
人
に
告
ぐ
。
寺

人
は
入
り
て
君
に
告
ぐ
。
君
日
く
、
之
を
召
せ
と
」
な
ど
と
、
一

っ
―
つ
取
り
次
ぎ
役
を
通
し
な
が
ら
、
慎
重
に
歩
み
を
進
め
て
君

主
に
謁
見
し
、
そ
の
命
を
拝
受
す
る
と
さ
れ
る
。

や
が
て
君
主
が
死
去
し
た
時
に
は
、
「
君
卒
す
れ
ば
、
太
子
は
乃

ち
聞
く
こ
と
亡
く
、
聴
く
こ
と
亡
く
、
聞
か
ず
令
せ
ず
し
て
、
唯

だ
哀
悲
を
是
れ
思
う
。
唯
だ
邦
の
大
芳
を
是
れ
敬
し
む
」
と
、
太

子
は
一
切
の
政
務
を
執
ら
ず
に
、
ひ
た
す
ら
悲
嘆
に
暮
れ
て
喪
に

服
す
べ
き
だ
と
さ
れ
る
。

『
昔
者
君
老
』
は
、
四
簡
の
中
、
第
二
簡
の
上
端
と
下
端
が
欠

損
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
簡
の
末
尾
と
第
二
簡
冒
頭
の

接
続
、
及
び
第
二
簡
末
尾
と
第
三
簡
冒
頭
の
接
続
は
、
完
全
で
は

な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
三
簡
末
尾
と
第
四
簡
冒
頭
の
接
続
は

完
全
な
は
ず
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
に
は
考
え
ら
れ
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
第
三
簡
は
「
君
子
日
く
、
子
察
せ
よ
、
蓋
し
内

に
喜
ぶ
は
、
外
に
顕
わ
れ
ず
。
外
に
喜
ぶ
は
、
内
に
顕
わ
れ
ず
。

外
に
憔
る
は
、
内
に
顕
わ
れ
ず
。
内
に
言
う
は
以
て
出
で
ず
。
外

に
言
う
は
以
て
入
ら
ず
。
美
を
挙
げ
て
悪
を
廃
せ
よ
と
」
と
の
君

じ

し

そ

子
の
言
で
終
わ
り
、
第
四
簡
の
冒
頭
は
、
「
爾
司
は
各
お
の
爾
の
事

を
恭
し
く
す
。
令
を
発
す
る
に
夜
を
ま
た
ず
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

官
職
が
己
の
職
分
を
果
た
せ
と
す
る
内
容
で
始
ま
っ
て
い
て
、
両

者
が
連
続
す
べ
き
必
然
性
が
希
薄
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

『
昔
者
君
老
』
に
は
、
な
お
脱
簡
が
存
在
す
る
疑
い
も
残
さ
れ
て
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(
1
)
書
誌
情
報

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
第
二
分
冊
所
収
。

竹
簡
五
三
枚
。
1
.
2
.
3
.
5
.
6
.
7
.
9
.
1
0
.
1
7
.

1
8
.
1
9
.
2
0
.
2
1
.
2
2
.
2
5
.
2
6
.
2
7
.
2
8
.
2
9
.
3
0
.
3
4
.
 

3
6
.
3
7
.
3
8
.
3
9
.
4
0
.
4
1
.
4
4
.
4
5
.
4
6
.
4
7
.
4
8
.
4
9
.
 

5
0
.
5
1
.
5
2
.
5
3

の
三
七
枚
が
完
全
簡
。
4
.
1
1
.
1
2
.
2
3
.

2
4
.
3
3
.
4
2
の
七
枚
が
上
端
残
欠
。

1
5
.
3
2
.
4
3
の
三
枚
が
下
端

残
欠
。

8
.
3
5
の
二
枚
が
中
間
残
欠
。

1
3
.
1
4
.
1
6
.
3
1
の
四
枚

が
中
折
れ
な
る
も
綴
合
の
結
果
文
字
に
欠
損
が
な
い
簡
。
な
お
文

意
が
接
続
し
な
い
箇
所
が
複
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
数
枚
の
脱
簡
が

あ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
簡
長
は
約
四
四
•
五
。
一
簡
ご
と
の

文
字
数
は
四
二
か
ら
四
五
で
、
一
定
し
て
い
な
い
。
第
五
三
簡
の

9
．
上
博
楚
簡
『
容
成
氏
』
（
よ
う
せ
い
し

い
る
。篇
全
体
の
趣
旨
は
、
諸
侯
の
太
子
た
る
者
が
、
老
父
た
る
国
君

に
い
か
な
る
作
法
で
朝
見
す
べ
き
か
を
説
く
点
に
あ
り
、
そ
の
意

味
で
は
、
身
分
に
限
定
は
あ
る
も
の
の
、
「
孝
」
に
関
す
る
文
献
と

理
解
で
き
よ
う
。

（
浅
野
裕
一
）

背
に
「
訟
成
氏
」
と
篇
題
が
記
さ
れ
る
。
李
零
氏
は
、
内
容
か
ら

判
断
す
る
に
、
こ
れ
は
『
荘
子
』
肪
筐
篇
で
最
古
の
帝
王
と
さ
れ

る
容
成
氏
を
指
す
と
解
し
、
篇
名
を
『
容
成
氏
』
と
し
て
い
る
。

(
2
)
内
バ
名
と
研
究
概
況

『
容
成
氏
』
は
『
荘
子
』
肢
徳
篇
や
『
太
平
御
覧
』
巻
七
六
所

引
の
『
六
餡
』
侠
文
、
『
周
易
正
義
』
繋
辞
下
所
引
の
『
帝
王
世
紀
』

に
類
す
る
古
代
帝
王
の
系
譜
か
ら
始
ま
る
。
第
一
簡
の
冒
頭
は

「
【
尊
】
慮
氏
・
赫
脊
氏
…
…
」
と
始
ま
る
が
、
「
訟
成
氏
」
な
る

篇
題
と
の
関
係
か
ら
、
本
来
は
容
成
氏
か
ら
始
ま
る
冒
頭
簡
が
あ

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
『
容
成
氏
』
は
古
代
帝
王
の
系
譜
を
列

挙
し
た
後
、
「
皆
其
の
子
に
授
け
ず
し
て
賢
に
授
く
」
と
、
こ
れ
ら

上
古
の
帝
王
の
御
代
に
は
、
血
縁
相
続
を
排
し
て
賢
者
へ
の
禅
譲

が
行
わ
れ
て
い
た
と
説
く
。
王
朝
名
が
や
た
ら
に
多
い
の
は
、
次

々
に
禅
譲
す
る
た
め
、
王
朝
が
す
べ
て
一
代
限
り
で
終
わ
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
上
で
『
容
成
氏
』
は
、
こ
の
理
想
の
御
代
に
は
社

会
福
祉
政
策
が
完
備
し
て
い
て
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
者
に
対
し

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
て
官
職
を
割
り
振
り
、
生
業
に

従
事
さ
せ
た
の
で
、
誰
も
遺
棄
さ
れ
る
者
が
い
な
か
っ
た
と
述
べ

て
、
上
古
の
帝
王
の
統
治
を
称
賛
す
る
。
今
後
『
礼
記
』
礼
運
篇

と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
『
容
成
氏
』
は
、
あ
る
君
主
の
治
世
を
記
し
て

「
邦
に
飢
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う
る
人
無
く
、
道
路
に
瘍
死
す
る
者
無
し
」
と
賛
美
す
る
が
、
竹

簡
が
欠
損
し
て
い
て
、
誰
の
こ
と
な
の
か
判
然
と
し
な
い
。
李
零

氏
は
発
舜
の
前
に
位
置
す
る
帝
轡
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

賛
辞
の
中
に
「
四
海
の
外
は
賓
し
、
四
海
の
内
は
貞
ま
る
。
禽
獣

も
朝
し
、
魚
繁
も
献
じ
、
有
無
通
ず
」
と
あ
っ
て
、
禽
獣
・
魚
鼈

ま
で
入
朝
し
た
と
す
る
の
は
、
華
夷
思
想
を
研
究
す
る
上
で
新
し

い
材
料
と
な
ろ
う
。

続
い
て
『
容
成
氏
』
は
、
発
舜
の
禅
譲
説
話
を
叙
述
す
る
。
こ

れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
禅
譲
説
話
で
は
、
と
か
く
舜
の
側
に
の
み

記
述
が
集
中
し
て
、
発
に
つ
い
て
の
記
述
が
乏
し
い
傾
向
が
見
ら

れ
た
。
と
こ
ろ
が
『
容
成
氏
』
は
、
党
に
つ
い
て
も
か
な
り
詳
細

に
記
述
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
発
は
、
「
賞
し
て
勧
め
ざ
る
も

民
は
力
め
、
刑
し
て
殺
さ
ざ
る
も
盗
賊
無
く
、
甚
だ
緩
や
か
な
る

も
民
は
服
す
。
是
に
於
い
て
方
百
里
の
中
は
率
い
、
天
下
の
人
も

就
き
、
奉
じ
て
之
を
立
て
、
以
て
天
子
と
為
す
」
と
、
前
王
の
時

代
に
丹
府
と
蒻
陵
の
間
に
一
諸
侯
と
し
て
治
績
を
上
げ
、
前
王
の

死
後
、
天
下
の
人
々
に
推
戴
さ
れ
て
天
子
に
な
っ
た
と
い
う
。
次

い
で
『
容
成
氏
』
は
、
発
が
天
子
に
即
位
す
る
様
子
や
、
天
下
を

教
化
し
た
状
況
な
ど
を
記
述
す
る
。
こ
れ
は
、
「
発
は
天
子
に
生
ま

れ
て
天
下
を
有
つ
」
と
の
記
述
で
済
ま
せ
る
郭
店
楚
簡
『
唐
虞
之

道
』
と
比
べ
て
、
叙
述
が
格
段
に
詳
細
で
あ
り
、
注
目
す
べ
き
点

で
あ
ろ
う
。

ま
た
禅
譲
の
経
緯
に
つ
い
て
も
、
特
異
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

党
は
「
地
を
履
み
天
を
戴
き
、
義
と
信
を
篤
く
し
、
天
地
の
間
に

あ
っ

在
る
を
会
め
、
四
海
の
内
に
在
る
を
包
む
」
と
の
賢
者
の
要
件
を

示
し
た
上
で
、
「
畢
＜
汀
の
事
を
能
く
す
る
も
の
あ
ら
ば
、
而
ち
立

て
て
天
子
と
為
さ
ん
と
す
」
「
自
ら
焉
に
入
れ
。
余
は
焉
を
穴
窺
し

て
、
以
て
賢
者
を
求
め
て
焉
に
譲
ら
ん
」
と
、
天
下
中
に
禅
譲
す

べ
き
賢
者
を
公
募
し
た
と
い
う
。
だ
が
「
発
は
天
下
を
以
て
賢
者

に
譲
ら
ん
と
す
る
も
、
天
下
の
賢
者
、
之
を
能
く
受
く
る
も
の
莫

き
な
り
」
と
、
密
か
に
行
状
を
観
察
し
た
結
果
、
応
募
者
の
中
に

適
格
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
賢
者
の
評
判
の
高
い
舜
に
目
を
付

け
、
自
ら
舜
の
居
住
地
に
出
向
い
て
耕
作
中
の
舜
を
探
し
出
し
、

つ
い
に
王
位
を
譲
っ
た
と
さ
れ
る
。

次
に
『
容
成
氏
』
は
舜
の
治
世
を
述
べ
、
「
昔
、
天
地
の
舜
を
佐

け
、
而
て
善
を
佑
く
る
は
、
是
の
状
の
如
き
な
り
」
と
そ
れ
を
称

賛
し
た
後
、
「
舜
は
子
七
人
有
る
も
、
汀
の
子
を
以
て
後
と
為
さ
ず
。

萬
の
賢
な
る
を
見
て
、
以
て
後
と
為
さ
ん
と
欲
す
」
と
、
萬
へ
の

禅
譲
を
記
す
。
萬
は
「
五
た
び
譲
る
」
も
、
仕
方
な
く
「
敢
え
て

之
を
受
け
」
る
。

こ
れ
に
続
け
て
『
容
成
氏
』
は
、
節
倹
を
旨
と
す
る
萬
の
治
績

を
か
な
り
詳
細
に
叙
述
す
る
が
、
特
筆
す
べ
き
は
、
「
九
河
の
阻
を

決
す
」
る
治
水
事
業
の
内
容
が
詳
し
く
記
さ
れ
る
点
で
あ
ろ
う
。

「
萬
は
乃
ち
三
江
•
五
湖
を
通
じ
て
、
東
の
か
た
之
を
海
に
注
ぐ
。
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是
に
於
い
て
荊
州
・
揚
州
は
始
め
て
処
る
べ
き
な
り
」
な
ど
と
、

九
州
全
域
に
わ
た
っ
て
治
水
事
業
を
行
い
、
「
漢
よ
り
以
南
は
名
谷

五
百
を
為
め
、
漢
よ
り
以
北
は
名
谷
五
百
を
為
め
」
た
結
果
、
「
天

下
の
民
は
居
定
ま
る
」
と
、
人
々
は
水
害
の
憂
い
な
く
定
住
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

老
衰
し
た
萬
は
、
「
子
五
人
有
る
も
、

JT
の
子
を
以
て
後
と
為
さ

ず
」
に
、
皐
陶
に
禅
譲
し
よ
う
と
考
え
る
。
と
こ
ろ
が
皐
陶
は
固

辞
し
、
「
遂
に
疾
と
称
し
て
出
で
ず
し
て
死
し
」
て
し
ま
う
。
そ

こ
で
萬
は
伯
益
に
王
位
を
譲
る
が
、
「
啓
は
是
に
於
い
て
益
を
攻
め

て
自
ら
取
る
」
と
、
萬
の
息
子
の
啓
が
武
力
で
王
位
を
慕
奪
し
た

と
さ
れ
る
。
『
孟
子
』
万
章
上
篇
で
は
、
「
益
は
萬
の
子
を
箕
山
の

陰
に
避
く
。
朝
観
訟
獄
す
る
者
は
、
益
に
之
か
ず
し
て
啓
に
之
き

て
日
く
、
吾
が
君
の
子
な
り
と
」
と
、
伯
益
が
啓
に
遠
慮
し
て
隠

棲
し
、
天
下
の
人
心
も
啓
に
帰
し
た
の
で
、
啓
が
即
位
し
た
と
説

明
す
る
。
『
史
記
』
五
帝
本
紀
の
説
明
も
、
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
啓

が
伯
益
の
王
位
を
第
奪
し
た
と
す
る
『
容
成
氏
』
の
記
述
は
、
既

知
の
も
の
と
は
異
な
る
伝
承
と
し
て
注
目
に
値
し
よ
う
。

次
に
『
容
成
氏
』
は
、
夏
の
架
王
が
「
先
王
の
道
に
述
わ
ず
」

に
天
下
を
乱
し
た
た
め
、
殷
の
湯
王
が
伊
手
を
輔
佐
役
に
送
り
込

み
、
悪
辣
な
陰
謀
を
駆
使
し
て
架
を
討
伐
し
た
経
緯
を
記
す
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
、
敗
北
し
て
宮
殿
を
脱
出
し
た
架
は
、
一
吊
山
氏
や
南

巣
氏
な
ど
各
地
に
逃
亡
を
重
ね
る
が
、
湯
王
は
執
拗
に
追
撃
し
、

つ
い
に
は
九
州
の
兵
を
率
い
て
大
規
模
な
掃
討
戦
を
行
い
、
夏
王

朝
の
宗
族
を
皆
殺
し
に
し
て
、
よ
う
や
く
天
下
を
平
定
し
た
と
い

{？ 
そ
の
後
、
「
湯
の
天
下
に
王
た
る
こ
と
三
十
有
一
世
に
し
て
、
受

作
る
」
と
、
紺
王
の
時
代
を
迎
え
る
。
紺
王
も
ま
た
「
JT
の
先
王

の
道
に
述
わ
ず
」
、
「
九
成
の
台
を
作
為
し
」
て
抱
烙
の
刑
を
行
っ

つ
く

た
り
、
「
酒
池
を
為
る
」
な
ど
の
放
埒
を
繰
り
返
す
。
そ
の
結
果
、

「
是
に
於
い
て
九
邦
之
に
畔
く
」
と
、
諸
侯
た
ち
が
反
乱
を
起
こ

す
。
こ
れ
を
聞
い
た
文
王
は
、
「
君
は
亡
道
な
り
と
雖
も
、
臣
は
敢

え
て
事
う
る
こ
と
勿
か
ら
ん
や
。
父
は
亡
道
な
り
と
雖
も
、
子
は

敢
え
て
事
う
る
こ
と
勿
か
ら
ん
や
。
執
か
天
子
に
し
て
反
く
べ
き

か
」
と
、
反
乱
軍
を
批
判
す
る
。
こ
れ
を
聞
き
つ
け
て
喜
ん
だ
紺

王
は
、
文
王
を
夏
台
の
下
に
呼
び
出
し
、
九
邦
を
帰
順
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
か
と
尋
ね
る
。
可
能
だ
と
答
え
た
文
王
は
、
「
素
端
泰

裳
し
て
以
て
九
邦
を
行
り
」
、
説
得
工
作
に
当
た
る
。
そ
の
結
果
、

「
七
邦
は
来
り
て
服
す
」
が
、
豊
と
鏑
の
二
邦
だ
け
は
帰
服
し
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
文
王
は
軍
を
率
い
て
討
伐
し
、
豊
と
鏑
の
民
を

降
伏
さ
せ
る
。
『
容
成
氏
』
は
こ
う
し
た
功
績
を
挙
げ
て
、
「
昔
は

文
王
の
受
を
佐
く
る
や
、
是
の
状
の
如
し
」
と
、
文
王
が
臣
下
の

分
を
守
っ
て
懸
命
に
紺
王
を
輔
佐
し
た
こ
と
を
強
調
す
る
。

続
い
て
『
容
成
氏
』
は
、
殷
周
革
命
の
経
緯
を
叙
述
す
る
。
「
文

王
崩
じ
、
武
王
即
位
す
」
と
、
文
王
の
後
を
継
い
だ
武
王
は
、
「
今
、

(70) 



受
は
無
道
を
為
し
、
百
姓
を
昏
捨
し
、
諸
侯
を
制
約
す
。
天
は
将

た

す

お

ど

に
焉
を
誅
せ
ん
と
す
。
吾
は
天
を
劇
け
て
之
を
威
さ
ん
」
と
宣
言

し
、
革
車
千
乗
•
帯
甲
一
万
の
軍
備
を
整
え
て
孟
津
を
渡
り
、
牧

野
で
諸
侯
の
軍
と
誓
っ
て
進
撃
を
開
始
す
る
。
竹
簡
は
こ
こ
で
尽

き
て
い
る
が
、
当
然
紺
王
が
敗
死
し
て
殷
が
滅
び
、
周
王
朝
が
樹

立
さ
れ
る
ま
で
の
叙
述
が
続
い
て
い
た
は
ず
で
、
第
五
十
三
簡
以

降
に
、
な
お
数
枚
の
脱
簡
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
『
容
成
氏
』

の
記
述
に
よ
る
限
り
、
文
王
自
身
に
は
殷
を
倒
し
て
天
下
を
取
る

意
志
は
な
か
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
文
王
は
、

受
命
し
た
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点

は
、
孔
子
の
口
を
借
り
て
文
王
が
本
当
に
受
命
し
た
こ
と
を
強
調

す
る
『
孔
子
詩
論
』
と
の
関
係
で
、
興
味
深
い
問
題
で
あ
ろ
う
。

以
上
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
『
容
成
氏
』
は
、

(
1
)

上
古
の
帝

王
の
時
代
、

(
2
)
帝
魯
と
思
し
き
帝
王
の
治
世
、

(
3
)
党
の
治

世、

(
4
)
舜
の
治
世
、

(
5
)
萬
の
治
世
、

(
6
)
湯
の
治
世
、

(
7
)

文
王
・
武
王
の
治
世
の
七
つ
の
部
分
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
残
存

簡
は
五
十
三
枚
で
あ
る
が
、
少
な
く
も
三
枚
以
上
の
脱
簡
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
か
ら
、
実
際
は
五
十
六
•
七
枚
、
二
千
五
百
字
内
外

の
分
量
を
備
え
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
長
篇
が
一
貫

し
た
構
成
と
篇
題
を
伴
っ
て
戦
国
中
期
以
前
に
成
立
し
て
い
た
事

実
は
、
古
代
中
国
に
お
け
る
書
物
の
成
立
を
考
え
る
上
で
、
実
に

貴
重
な
物
証
と
言
え
よ
う
。
ま
た
今
後
『
史
記
』
五
帝
本
紀
や
『
左

伝
』
『
国
語
』
と
の
比
較
と
分
析
が
進
め
ば
、
古
代
史
の
分
野
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
予
想
さ
れ
る
。

な
お
第
二
三
簡
か
ら
第
二
八
簡
前
半
の
萬
の
治
水
事
業
に
関
す

る
部
分
、
及
び
第
二
八
簡
後
半
か
ら
第
三
〇
簡
の
后
稜
が
農
業
振

興
に
従
事
し
た
り
、
皐
陶
が
訟
獄
を
治
め
た
り
、
質
（
襲
）
が
音

律
を
定
め
た
り
す
る
部
分
は
、
い
ず
れ
も
彼
等
が
舜
の
臣
下
で
あ

っ
た
時
期
の
事
跡
で
あ
る
か
ら
、
本
来
は
発
か
ら
舜
へ
の
禅
譲
を

記
す
第
一
五
簡
の
後
に
位
置
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
分
冊
の
配
列
で
は
、
舜
の
治
績
を
記
す
部
分
が
第
一
五
簡
か

ら
第
一
七
簡
ま
で
の
、
わ
ず
か
三
簡
の
み
で
、
分
量
が
少
な
す
ぎ

る
こ
と
も
、
そ
う
し
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
と
思
わ
れ
る
。
（
浅
野
裕
一
）
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